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日本への空襲は、終戦の年の 1 月から同年の 8 月まで続きました。そして、この
間に引き起こされた大混乱は筆舌に尽くせないものでした。全国の日本聖公会の教





















































に 7 人の主教を聖別按手していたということ、そして、これらの 7 人の主教が独自
の教区を持っておられないということが判明したのです。ただ、私には、このこと
についてこの場では何も申し上げることが許されないのです。しかし、戦争終結時






他面において、聖公会の残りの 3 分の 2 は八代主教のご指導のもと、その教義を忠
誠に守っておられたのでした。そして、八代主教は、佐々木主教と引退されたアメ
リカ人やイギリス人の主教たちの後を襲い教区主教としての聖別按手を受けておら
れた他の主教たちの信任を受けておられたのでした。
平和が訪れ何千何万という駐留軍兵士たちが完全に経済的破綻を来していたこの
国に駐留して来たとき、日本聖公会は次のような大変な 2 つの仕事に直面していた
のです。それは、一つには、教会と学校を再建し散り散りになっていた信者たちを
呼び戻すことであり、もう一つは、戦争中に聖公会を去っていた人々を温かく迎え
入れるという大事業でした。
教会の再建がどのように行なわれたかは、われわれのすべてが知ることです。と
云うのは、われわれは、脱落者が脱落者としてではなく、実に温かい気持ちをもっ
て迎え入れられたことを自分の目で見ているからです。しかし、これらの脱落者た
ちが、如何に素晴らしい礼拝をもって温かく迎えられたにせよ、このような分裂問
題は、教会の歴史として、また両サイドの問題としてきちんと記録されなければな
らないものなのです。と云うのは、世界中の人々がこの事実を知っていないからで
す。云うまでもないことですが、離反者たちがこのような穏やかなかたちで迎えら
れたのは、そのすべてを八代主教がお膳立てなさったからできたことでした。
なお、このような復帰 八代主教の好まれる表現を使うと、このような⽛和
解⽜ は、忠誠心を持ったレムナントたちが、合同教会推進本部と日本政府が結
託して行なった 4 年の長き期間にわたって受けた執拗な攻撃と同じほどに、光栄に
満ちたものだったのです。ただ、私には、この問題についてこれ以上語ることは許
されないのです。と云うのは、和解の後に、合同教会に走った主教たちをどのよう
に処するかと云う問題が残っていたからです。これらの主教たちの面目もあるとい
うわけです。事実、菅井主教が佐々木主教の後を襲って日本聖公会総裁主教となり、
次に八代主教がその後を継がれた 2 年半のあいだに、日本聖公会が信徒・聖職者総
会において、これらの主教たちをば、ご自分の教会を持つが本来持つべき自分の教
区を持たない主教として信任したという事実が存在するからなのです。
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ご承知のように、八代主教は、戦後初めて国外に出ることを許された最初の日本
人でした。それは、1948年にロンドンで開かれたランべス会議にご出席されるため
でした。同主教には、東京の蒔田主教とこのたび教区主教に選ばれた大阪の柳原主
教が同行されました。ご出立に先立ち、八代主教はマッカーサー将軍と面談され、
その後、天皇皇后両陛下に拝謁されました。そして両陛下より、イギリス国王に対
する親書を戴いておられたのです。これが当時としては、如何に画期的なことであ
ったか、今の皆様には理解の難しいことであろうかと存じます。
八代主教は、ランべス会議において、⽛これらの主教たちを、教区を持たない主
教として認めていただきたい⽜という、日本聖公会の決議書をお持ちになっておら
れたのです。カンタベリー大主教は、この問題を討議するために、特別の委員会を
任命され、同委員会の結論が総会において発表されました。そして、大主教は、日
本聖公会に対して、全アングリカン・チャーチの祝福を与えて下さったのです。
私は、このようなことを敢えて八代主教の著作への序文として書かせていただき
ましたが、それは、もしこのような事実が知られないままに終わった場合、真実の
一部が世界の人々の目に止まらないままになってしまうことを恐れたためなのです。
日本聖公会の戦時中の真実の歴史については、今後ともまだまだ書かれなければ
ならないことが多いと思いますが、そのことは、ちょうど使徒たちにも⽛木を見て
森を見ることが出来なかったために⽜、わが主について書き落していたことが多か
ったと信じるからなのです。そして、私は、使途ヨハネにも、老境に達して初めて
主の事績ついての本質が見えて来たこともあったために、あの年齢になって主イエ
スの事績について書かれたのであると確信するからです。そして、これらの事績こ
そは、ドラマ〔キリストの事績〕の分岐点となったものなのです。同様に、日本聖公
会が、八代主教のご指導のもと聖霊の導きを得て行なうことのできた数々の事績も、
きちんとした歴史として全世界の人々の知るところとならねばならないと信ずるか
らに他なりません。
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